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はじめに 

 

 ヤマコウモリ Nyctalus aviator は，哺乳綱（MAMMALIA）

コウモリ目（CHIROPTERA）ヒナコウモリ科（Vespertilionidae）

に属し（環境庁，1993），翼開長は 40 ㎝に達する大型のコウ

モリである（福井，2011）．アジア東部に分布し，日本では北

海道から沖縄にかけて記録されている（Fukui，2009）．日中

は主に樹洞をねぐらとして利用することが知られ（岩田，

1934；黒田，1940；山下・芳賀，1954；立花，1971；両角，

1972；前田，1973；Takada，1979；上馬・南，1984；飯島，

1985；船越，1986；Yoshiyuki，1989；向山，1995；植木，1996；

出羽，2000；出羽・小菅，2001；木村，2001；青木，2002；

出羽，2002；浦野ほか，2002；吉行・遠藤，2003；佐野，2004；

山口，2004；福井ほか，2005；大沢，2007； Fukui et al．，

2009；藤井ほか，2011），小鳥用の巣箱を利用した例も報告さ

れている（前田，1973）．樹洞では雌が集団で出産哺育を行っ

ている事が知られ（服部，1971；前田 1973；向山，1985；向

山，1987；永冨，1992；Sawada & Harada，1998；辻・小柳，

2009），11月から3月にかけての冬季およびその前後の時期の

ねぐらとしては樹洞の利用が知られているが（樋熊・今泉，

1963；鈴木，1978；上馬・南，1984；吉行・木下，1986；山

口，2004；重昆・浦野，2006），貯水池の樋門構内（渡辺，1959），

家屋等の人工物（船越，1986；Yoshiyuki, 1989；吉行，1990；

町田，1999；子安ほか，2001；山本ほか，2010；山田ほか，

2012）でも見つかっている．夜間は採餌のために飛翔し主に

昆虫類を捕食し（前田1973；Fukui et al．，2013），飛翔高度

は比較的高空であることが示唆され（Fukui et al．，2011），

日中も飛翔活動をしていることが報告されている（立花，

1971；前田1973；Hirakawa，2006；青木，2007；作山・白石，

2007；藤井，2010；埼玉県生態系保護協会事務局，2011）． 

 埼玉県においては秩父地方（Wallin，1969），秩父市（鈴木，

1978；Yoshiyuki，1989：吉行・遠藤，2003），大里郡川本町

（埼玉県立自然史博物館，1987），所沢市（埼玉県環境生活部

自然保護課，1998），熊谷市（町田，1999；埼玉県生態系保護

協会事務局，2011），北本市（埼玉県環境部みどり自然課，2008）

で記録があるのみである． 

 ねぐらが社寺林や自然林の大径木にある樹洞が多いことか

ら森林伐採による生息地の消失が懸念され（前田・松村，1997），

環境省（2012）では絶滅危惧Ⅱ類に，埼玉県環境部みどり自

然課（2008）では絶滅危惧Ⅱ類に指定されている． 

 一方，近年コウモリが道路や鉄道の橋梁や高架などの隙間

などをねぐらとして利用していることが報告されている（向

山，1996；赤坂ほか，2007；作山ほか，2007a；作山ほか，2007b；

安藤ほか，2007；山田，2008；重昆ほか，2012；藤塚・箕輪，

2012）． 

 筆者らは埼玉県内の鉄道高架の隙間をねぐらとして利用し

ているコウモリ類の調査を行い，3種類のコウモリ，すなわち

ヤマコウモリ，ヒナコウモリ Vespertilio sinensis，アブラコウ

モリ Pipistrellus abramus を確認した（大沢ほか，2012）．この

うちヤマコウモリの越冬についての詳細な記録は，北海道大

学附属植物園における前田（1973）の報告があるのみで，本

州における詳細な報告は見当たらないことから，今回はヤマ

コウモリの越冬地分布についての報告を行う．さらに標識さ

れた個体を春季の活動期に捕獲し，夏季の活動地と冬季の越

冬地についての知見が得られたので合わせて報告を行う． 

 

調査地および方法 

 

埼玉県内の標高50 m以下の低地帯を通過する（埼玉県環境

部みどり自然課，2008），上越新幹線の上里町神流川右岸から
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桶川市環境センター付近の全長約52㎞の区間および東北新幹

線の久喜市利根川右岸から蓮田市閏戸の全長約16㎞の区間に

おいて（図 1），橋脚の隙間等（以下，スリット）をねぐらと

して利用しているコウモリ類の調査を行った（図 2）．各調査

区間は約300m単位のエリアに設定した．ただし，各エリアは

道路や河川，住宅密集地等を境としたため均一の距離ではな

い．従って各エリアは該当する3次メッシュ（環境庁，1997）

で表記した． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（1）越冬分布調査 

 

区分したエリアにおいて，2012年 1月 24日から同年 2月

19日までの期間に，住宅密集地や交通量の多い道路を除いて

可能な限り調査を行った．調査は双眼鏡と写真撮影（E-5，

OLYMPUS 社製；D700・D80，NIKON 社製）を用いて，スリット

毎に種と個体数を記録した．各調査区間の内，設定されたエ

リアは上越新幹線区間で122エリア，東北新幹線区間で60エ

リアあった．そのうち上越新幹線区間では83エリア，東北新

幹線区間では10エリアで調査を行った．しかし，調査したエ

リア内でも人家や農耕地に面した場所では調査ができなかっ

た場合もあった．調査したスリットは上越新幹線区間で上り

側990箇所，下り側594箇所の計1584箇所であった（附表1）．

東北新幹線では上り側77箇所，下り側16箇所，高架下に14

箇所の計107箇所であった（附表2）． 

 

（2）捕獲調査 

 

 越冬分布調査時の1月27日に鴻巣市屈巣（標高19 m）で標

識が装着された個体を確認したため，活動を開始する時期を

待って捕獲を行った．確認以降，4月7日・15日・19日・20

日に出巣状況の有無を確認し，捕獲は2012年5月4日の日没

前後にスリットから出巣するコウモリ類をかすみ網（幅6m高

さ 2.5m，東京戸張社製）および捕虫網（自作）を用いて捕獲

を行った．捕獲された個体は体の各部の計測を行い，性・齢，

妊娠・出産の状況，外部寄生虫の有無を観察した後，前腕に

標識（4.2㎜径，PORZANA社製）を装着し捕獲場所の近くで放

獣した． 

 本報告における種は捕獲調査によってヤマコウモリと判断

されたことから（表１），同所において目視で確認したすべて

の個体も同種として扱った． 

 捕獲個体における種の同定は前田（2005）に従った．また，

捕獲個体の齢は吉行 (1975) に従い，中手骨と第一指骨の間

に両骨の端骨が遊離しているかまたは縫合線が残り，化骨が

未了の個体を当歳獣と判断した．雌が捕獲された場合，妊娠

中であるかは腹部の膨張状態を，授乳中であるかは乳頭の発

達状態を見て判断した．種の和名と学名はSano et al．（2009）

に従った． 

 

 

 

 

結  果 

 

（1）越冬分布調査 

上越新幹線区間における本庄市四方田（3 次メッシュ：

5439-2163，以下メッシュコードのみ表記）から鴻巣市西中曽

根（5439-0463）にかけての 20メッシュで 337頭のヤマコウ

モリを確認した（附表 1）．東北新幹線区間ではヤマコウモリ

は確認されなかった（附表2）． 

上越新幹線におけるヤマコウモリの分布としては，熊谷市

小島（5439-1277）及び鴻巣市屈巣（5439-1400）で個体数が

図1．調査範囲． 

（凵：調査範囲，□：2次メッシュ，メッシュ 
 の縦線は1 ㎞，方位は上方が北） 

図2．ヤマコウモリのねぐらとなっている高架の隙間． 

  （白矢印） 

表1．捕獲したヤマコウモリの計測値 
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多くなっていた（図 3，附表 1）．また，上越新幹線の上り側

のスリットは293個体，下り側のスリットは44個体で上り側

のスリットが多くの個体にねぐらとして利用されていた（附

表1）．ヤマコウモリに利用されていたスリットは，1584箇所

中 120箇所で（附表 1），1つのスリットには 1頭が最も多く

39箇所，次いで2頭が31箇所で，最多の13頭が利用してい

たスリットが1箇所であった（表 2）．そして，１スリットの

平均利用個体数は2.81頭（337頭/120箇所）であった． 

 

（2）捕獲調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鴻巣市屈巣において確認した標識が装着されたヤマコウモ

リは4月7日・15日・19日・20日の事前調査では出巣しなか

った．しかし，5月4日の捕獲調査で同一スリットから出巣し

た成獣の雌1頭と共に捕獲することができた（図4，表1）． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図3．埼玉県内の上越新幹線におけるヤマコウモリの分布． 

（N. a：ヤマコウモリ，調査S：調査したスリット数，横軸は3次メッシュ） 

 

表2．1つのスリットを利用していた個体数別のスリット数 

図4．ヤマコウモリ Nyctalus aviator．（2012年5月4日既標識捕獲個体） 
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標識番号は4K0902であった．このヤマコウモリは2010年7

月17日に栃木県日光市中宮祠千手ヶ浜（標高約1270 m）にお

いて捕獲標識された個体であった（吉倉・宮野 私信）． 

 

考  察 

 

 これまでに埼玉県におけるヤマコウモリの確実な越冬記録

は，町田（1999）による熊谷市での記録のみであったが，今

回の調査によって本庄市，行田市，鴻巣市でも越冬していた

ことが判明し，熊谷市小島，鴻巣市屈巣では特に集団で越冬

していることが明らかにされた（附表 1）．これは，全国的に

もコンクリート構造物を利用した集団越冬例の初めての報告

となる． 

 ねぐらに利用していたスリットは上り側を多くの個体が利

用していたが，これは県内の上越新幹線が概ね北西から南東

方向に既設されていることから，太陽高度が低い冬季におい

ては北東側にあたる上り側スリットが日陰となり，直射の入

る南西側の下り側スリットに比べて，温度変化の影響が少な

く安定した越冬環境を提供しているためと考えられる．実際，

2012年 1月 29日に鴻巣市（3次メッシュ：5439-0481）で測

定した外気温は，上り側が3.9℃（10：54）で下り側が9.4℃

（10：58）で5.5℃の気温差があった． 

 熊谷市小島および鴻巣市屈巣付近（5439-1400・0490・0491・

0481）に分布が集中する傾向が見られた（図3）．両地域では，

下り側スリットも利用していた．これはヤマコウモリが集団

で特定の地域を利用するが，ねぐらとなっているスリットに

は構造上の許容限界があるため，集合して隣り合った利用可

能なスリットに分散した結果，このような分布になったと考

えられる． 

 鴻巣市屈巣で捕獲された既標識個体は栃木県日光市中禅寺

湖の湖畔で夏季に捕獲された個体で，吉倉・宮野（私信）に

よると捕獲時には精巣の発達した成獣であったという．夏季

の捕獲地点から越冬地までの移動距離は直線で約74 ㎞で，標

高差は約1250 mであった．これまでにヤマコウモリの移動が

知られているのは北海道から青森県への移動記録があり（福

井，2011），今回の調査でヤマコウモリの雄成獣が本州間でも

高標高地から低標高地へ季節移動していることが明らかにさ

れた． 

 本報告では，ヤマコウモリの越冬分布および越冬個体の季

節移動について述べたが，今後は越冬地における集散状況，

越冬前後の活動状況，ねぐら選択の構造・環境差，他種との

ねぐら選択の差，出産哺育期の状況などを報告する予定であ

る．また，餌動物については，Fukui et al．（2013）によっ

て，本調査地等における糞分析の結果から，昆虫類以外にも

鳥類を捕食していることが明らかにされているが，餌動物・

採餌環境等のさらなる詳細についても今後報告を行う予定で

ある． 
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附表1．上越新幹線区間における調査状況（2012年1月24日－2月19日） 
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Winter ecology of the birdlike noctule (Nyctalus aviator)  

in Saitama Prefecture 

 1．Distribution along the Joetsu Shinkansen and seasonal migration 
 

Akiyoshi SATO 1), Yushi OSAWA 2), Keiko OSAWA 2) and Setsuko KATSUTA 1) 
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附表2．東北新幹線における調査状況（2012年2月19日） 


